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はじめに

　
　
　
は
じ
め
に

　
二
〇
二
二
年（
令
和
四
）十
二
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回
高
麗
郡
建
郡
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
渤
海
史
研
究
の
二
大
泰
斗
で
あ
る

小
嶋
芳
孝
氏（
考
古
学
）と
古
畑
徹
氏（
文
献
学
）を
お
迎
え
し
、
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
本
書
は
、
お
二
人
を
中

心
に
、
渤
海
と
日
本
の
交
渉
や
渤
海
社
会
に
関
す
る
新
進
気
鋭
の
研
究
者
の
論
考
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
志
書
院

か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
古
代
渡
来
文
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
の
四
冊
目
で
も
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
概
要
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
第
1
部
「
渤
海
社
会
の
実
像
」
で
は
、
寺
院
建
築
・
墳
墓
・
装
身
具
・
一
般
建
築
物
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
と
、
対
中
国
・
対
日
本
外
交
で

活
躍
し
た
渤
海
人
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
析
出
し
、
渤
海
社
会
の
実
像
を
考
察
す
る
論
考
を
収
め
た
。

　
小
嶋
芳
孝
「
第
一
次
遣
渤
海
使
が
目
撃
し
た
渤
海
の
旧
国
」
は
、
渤
海
が
日
本
に
使
節
を
派
遣
し
た
背
景
や
引
田
虫
麻
呂
た
ち
が
渤
海

滞
在
中
に
訪
問
し
た
当
時
の
渤
海
の
王
都
を
検
討
す
る
。
帰
国
後
、
虫
麻
呂
ら
が
朝
廷
に
報
告
し
た
唐
の
北
方
政
策
や
黒
水
靺
鞨
な
ど
靺

鞨
諸
部
や
新
羅
の
最
新
情
報
は
、
そ
の
後
の
外
交
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
虫
麻
呂
ら
は
四
方
坨
子
寺
址
や
八
連
城
の
造
営
開
始

直
前
の
様
子
を
目
に
し
た
な
ど
と
指
摘
す
る
。

　
中
澤
寛
将
「
渤
海
の
文
化
変
容
と
地
域
社
会
」
は
、
渤
海
以
降
に
顕
著
に
な
る
石
室
墓
・
腰
帯
具
・
炕
付
き
平
地
建
物
に
は
、
伝
統
的

な
「
靺
鞨
」
や
「
高
句
麗
」
の
要
素
や
、
唐
を
は
じ
め
外
来
文
化
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
成
立
・
展
開
の
背
景
と
し
て
、
渤
海

王
権
が
多
様
な
靺
鞨
諸
集
団
を
統
合
す
る
上
で
、
伝
統
的
な
生
活
や
風
習
を
認
め
な
が
ら
支
配
下
に
組
み
込
ん
で
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
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はじめに

る
と
結
論
づ
け
た
。

　
古
畑
徹
「
渤
海
国
の
高
氏
に
つ
い
て
―
渤
海
国
の
対
外
政
策
と
関
連
さ
せ
て
―
」
は
、
渤
海
使
等
で
来
日
し
た
渤
海
人
で
名
前
の
分
か

る
者
に
関
し
て
、
高
氏
の
二
八
名
を
は
じ
め
と
す
る
諸
氏
族
が
確
認
さ
れ
る
の
に
対
し
、
王
族
の
大
氏
は
一
名
し
か
い
な
い
理
由
を
考
究

す
る
。
そ
の
結
果
、
渤
海
国
を
靺
鞨
の
一
種
と
位
置
づ
け
て
冊
封
し
た
唐
と
、
高
句
麗
後
継
の
朝
貢
国
と
見
な
し
た
日
本
の
両
方
に
対
応

し
た
外
交
を
展
開
す
る
た
め
の
渤
海
国
の
外
交
戦
略
に
よ
る
も
の
と
の
結
論
を
導
き
出
し
た
。

　
澤
本
光
弘
「
高
麗
郡
と
契
丹
に
よ
る
渤
海
攻
略
と
の
は
ざ
ま
―
渤
海
滅
亡
と
東
丹
国
成
立
の
記
事
を
て
が
か
り
に
し
て
―
」
は
、
渤
海

の
滅
亡
に
い
た
る
情
勢
を
追
跡
す
る
。『
遼
史
』
耶
律
羽
之
伝
に
「
渤
海
の
内
紛
」
を
示
唆
す
る
記
述
は
な
い
と
し
、
契
丹
が
季
節
移
動

に
よ
り
、
極
寒
期
に
渤
海
領
域
に
近
接
し
て
越
冬
す
る
こ
と
が
、
渤
海
と
の
摩
擦
に
な
り
う
る
と
指
摘
す
る
。
渤
海
滅
亡
に
関
す
る
『
将

門
記
』
の
記
述
は
裴
璆
が
も
た
ら
し
た
情
報
と
み
な
す
余
地
が
あ
る
と
す
る
。

　
第
2
部
「
古
代
日
本
と
渤
海
」
で
は
、
渤
海
と
日
本
の
間
を
往
来
し
た
外
交
使
節
、
交
わ
さ
れ
た
外
交
文
書
、
両
国
で
活
躍
し
た
高
句

麗
系
氏
族
に
関
す
る
論
考
四
編
と
コ
ラ
ム
三
編
を
収
め
た
。

　
大
日
方
克
己
「
渤
海
か
ら
の
到
着
地
と
京
へ
の
道
―
列
島
交
通
体
系
の
な
か
で
―
」
は
、
渤
海
使
の
来
着
地
と
交
通
の
関
係
を
考
察
す

る
。
九
世
紀
後
半
〜
十
世
紀
前
半
、
加
賀
国
・
出
雲
国
へ
の
来
着
が
な
く
な
り
、
伯
耆
・
若
狭
・
丹
後
な
ど
東
に
移
っ
て
い
き
、
十
世
紀

後
半
以
降
に
若
狭
・
敦
賀
へ
と
宋
人
の
来
航
が
集
中
し
て
い
く
傾
向
は
、
北
陸
・
山
陰
か
ら
京
に
向
か
う
水
運
が
敦
賀
・
若
狭
に
集
約
さ

れ
て
い
く
海
上
交
通
の
展
開
に
も
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。
東
シ
ナ
海
も
視
野
に
入
れ
た
日
本
海
海
上
交
通
体
系
全
体
の
変
化
に
対
応
す

る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
調
す
る
。

　
浜
田
久
美
子
「
渤
海
使
の
入
京
路
―
穴
太
遺
跡
・
畝
田
ナ
ベ
タ
遺
跡
・
鳥
羽
遺
跡
の
帯
金
具
に
注
目
し
て
―
」
は
、
穴
太
遺
跡（
滋
賀

県
大
津
市
）・
畝
田
ナ
ベ
タ
遺
跡（
石
川
県
金
沢
市
）・
鳥
羽
遺
跡（
群
馬
県
前
橋
市
）の
三
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
帯
金
具
に
注
目
す
る
。
穴
太
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はじめに

遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
金
銅
製
帯
金
具
表
面
の
忍
冬
唐
草
文
が
韓
国
済
州
島
龍
潭
洞
遺
跡
出
土
の
帯
金
具
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
や
、
花
文

帯
金
具
が
渤
海
・
契
丹
に
多
い
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
北
陸
道
で
発
見
さ
れ
た
帯
金
具
は
、
来
日
し
た
渤
海
使
が
身
に
着
け
て
い
た

り
、
迎
接
し
た
日
本
側
官
人
に
個
人
的
に
贈
ら
れ
た
物
が
境
界
祭
祀
の
料
物
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

　
小
嶋
芳
孝
「
古
代
加
賀
の
港
湾
遺
跡
」（
コ
ラ
ム
）は
、
渤
海
使
節
が
上
陸
し
た
津
湊
や
、
使
節
を
安
置
し
た
「
便
処
」
と
し
て
利
用
さ

れ
た
可
能
性
の
あ
る
金
沢
市
周
辺
の
五
つ
の
遺
跡
を
紹
介
す
る
。
金
石
本
町
遺
跡
は
湊
に
関
係
す
る
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
畝
田
寺
中
遺

跡
は
八
世
紀
代
の
加
賀
郡
津
で
、
周
辺
遺
跡
群
と
共
に
遣
渤
海
使
や
渤
海
使
節
が
滞
在
し
て
利
用
し
た
と
推
定
す
る
。
戸
水
Ｃ
遺
跡
を
加

賀
立
国
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
た
国
府
津
に
比
定
し
、
戸
水
大
西
遺
跡
・
畝
田
ナ
ベ
タ
遺
跡
は
渤
海
使
節
を
安
置
す
る
「
便
処
」
と
し
て
使

用
さ
れ
た
と
す
る
。

　
柿
沼
亮
介
「
高
麗
朝
臣
一
族
の
改
姓
と
渤
海
」
は
、
高
麗
朝
臣
一
族
の
改
姓
や
遣
外
使
節
へ
の
任
用
に
つ
い
て
、
渡
来
系
氏
族
へ
の
賜

姓
の
あ
り
方
や
奈
良
時
代
の
内
政
と
外
交
を
踏
ま
え
な
が
ら
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
律
令
国
家
が
渤
海
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
か
を

考
え
る
。
高
麗
王
氏
や
百
済
王
氏
な
ど
の
存
在
は
、
日
本
を
中
華
と
す
る
「
帝
国
」
型
国
家
構
造
を
希
求
す
る
意
味
が
あ
る
と
し
た
う
え

で
、「
高
麗
王
氏
」「
肖
奈
王
」「
高
麗
朝
臣
」
な
ど
の
改
賜
姓
の
史
的
意
義
を
分
析
し
、
唐
に
よ
る
渤
海
の
冊
封
と
矛
盾
し
な
い
範
囲
で
、

高
句
麗
系
の
貴
族
を
日
本
が
臣
下
に
し
て
い
る
こ
と
を
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て
喧
伝
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
す
る
。

　
須
田
勉
「
高
麗
郡
高
岡
廃
寺
第
2
建
物
と
渤
海
の
墓
上
建
物
」（
コ
ラ
ム
）は
、
高
岡
廃
寺
第
2
建
物
の
墳
墓
を
火
葬
後
の
埋
葬
施
設
に

と
も
な
う
墓
上
建
物
と
想
定
し
た
う
え
で
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
第
3
四
半
期
頃
の
造
営
と
推
定
さ
れ
る
吉
林
省
敦
化
市
に
あ
る
六
頂

山
第
一
墓
区
Ｍ
3
号
墓
と
比
較
し
、
規
模
や
構
造
上
の
質
に
お
い
て
相
違
点
を
認
め
な
が
ら
も
、
墳
墓
と
し
て
の
構
成
要
素
が
多
く
の
点

で
共
通
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
中
野
高
行
「
渤
海
国
書
を
め
ぐ
る
諸
課
題
」
は
、
日
本
と
渤
海
間
で
交
わ
さ
れ
た
国
書
に
注
目
し
、
正
式
な
国
書
で
あ
る
渤
海
国
王
啓

の
発
給
が
記
録
に
見
え
な
い
事
例
を
検
討
し
た
う
え
で
、
渤
海
王
が
発
給
し
た
国
書
を
め
ぐ
る
諸
課
題
を
提
示
す
る
。
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荒
井
秀
規
「
高
句
麗
・
渤
海
と
豉
」（
コ
ラ
ム
）は
、
高
句
麗
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
古
代
武
蔵
国
の
特
産
品
で
あ
る
豉く
き

に
つ
い
て
解
説
す
る
。

豉
の
製
法
に
日
本
独
自
の
過
程
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
推
測
し
、
薬
と
し
て
の
豉
や
豉
の
製
造
場
所
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
高
麗
郡
家
関

連
遺
跡
で
あ
る
埼
玉
県
日
高
市
高
萩
の
拾
石
遺
跡
か
ら
「
厨
」
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
辺
に
郡
厨
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
今
日
の
埼
玉
県
比
企
地
域
で
も
、
鳩
山
町
・
小
川
町
・
嵐
山
町
を
中
心
に
豆
腐
・
味
噌
・
醬
油
と
な
る
大
豆
栽

培
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　
高
句
麗
滅
亡
後
に
、
ほ
ぼ
同
じ
版
図
に
高
句
麗
遺
民
を
含
ん
で
建
国
さ
れ
た
渤
海
を
分
析
す
る
こ
れ
ら
諸
論
考
は
、
高
麗
郡
に
関
す
る

新
た
な
視
角
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　
二
〇
二
四
年
七
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野 

高
行


